
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１７年１２月１７日              NO,５５０ 

 

 会津街道の道標 

 会津街道は、沼田城下から大清水、 

尾瀬沼を経て、福島県の桧枝岐村を 

通り会津城下に至る街道です。 

 この街道には尾瀬沼までに至る道 

筋として、椎坂峠、数坂峠、栗生峠 

を越え利根町、片品村に至るものと 

川場村湯原から千貫峠を越え片品村 

土出に至るものがありました。 

 高平には、会津街道の道標として 

白沢町に唯一残る道標があり、「右 

東入道左くわんおん道」と彫られており、札所めぐりの道標

だったと考えられています。 

数坂隧道跡 

 数坂峠の道は、今は通る人もなく荒れ果てていますが、道

跡には、石仏や隧道入り

口が残っています。 

                 隧道入り口には、明治

２７年（１８９４）と彫

られた額と「数坂隧道」

と彫られた額が、入り口

の両脇に今も残ってい

ます。 
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へ
の
ノ
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ベ
ル
平
和
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賞
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が
、
ノ
ル
ウ
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ー
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オ
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こ
な
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争
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こ
と
で
す
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 １２日の本会議で、沼田公園内の武道場と沼田小学校記念講堂を建て替

えるための基本設計と実施設計の予算４，８７３万円が審議されました。 

 市では、テラス沼田完成後に東原庁舎（東原新町）を取り壊し、その場

所に武道場を建設する計画をすすめています。 

 武道場は昭和３０年（１９５５）の建設、沼田小学校記念講堂は昭和５

１年（１９７６）に沼田公園に移設され、老朽化がすすみ新しい武道場の     

場  建設が検討され

ていました。 

 県との協議

があるため、工

事の開始は、平

成３１年にな

る予定です。 

 大東議員は１２月定例市議会の一般質問で、市民のくらしを支える新年

度予算の編成と国民健康保険の都道府県化による国民健康保険税につい

て、給付型奨学金の創設などを求め、質問をおこないました。 

 これまでの市政運営について市長は、「財政の健全化を図りながら、地域

の活性化を推進し両立させることを課題と考え、市民の安心・安全確保に

取り組んできた」と答え、新年度予算の重点施策については、「第六次総合

計画の施策の大綱を重点施策とし、予算の重点配分によるメリハリのある

予算編成にしたいと考えている」と答えました。 

 

 一般会計補正予算の市民体育館改修工事費１０億７２

０万円について、１２日の本会議で質疑がありました。 

 市民体育館の改修工事は、２０２０年東京オリンピッ

ク・パラリンピックでのドイツチーム練習場に対応した

改修やトイレ、シャワー室、 

更衣室の改修、床の張り替え 

などがおこなわれます。 

 ２階の観覧席は、約２００ 

人から３２０人に増え、軽運 

動室も整備されます。 

 一般会計補正予算で、「水と緑の大地ふるさとぬまた寄

付事業」（ふるさと納税）の金額が、当初予算より増額し

たため追加されることが明らかになりました。 

質疑で担当部長は、「昨年の９月と比較すると、寄付件

数が２５３件が５９０に件に、寄付金額

は７８２万円が、１３９４万２千円へと

１．７８倍増えた」と答弁し、返礼品と

しては、はちみつ、りんご、枝豆に人気

があるとの答弁でした。 


